
2025/2/21

1

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

群馬県教育委員会義務教育課
教科指導係 髙橋 学

令和６年度研修講座「教員ReStart支援講座」
１ はじめに

２ エージェンシーを発揮する
「自律した学習者」へ

学習指導要領の改訂
小学校 令和２年度 中学校 令和３年度より 実施

□ 社会に開かれた教育課程

□ 育成を目指す３つの資質・能力
「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力、人間性等」

□ カリキュラム・マネジメント

□ 主体的・対話的で深い学び
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自分で考え、
自分で決めて、
自分で動き出す

「自律した学習者」へ

エージェンシー

３ 教師が「～させる授業」から
児童生徒が「～する授業」へ

学校教育の指針
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学校教育の指針

教師が「～させる」授業から、
児童生徒が「～する」授業へ

させる授業？する授業？

□ 「今日は～してほしいと思います。」

□ 「今日のめあてはこれです。」

□ 「それはまだ言わないでね。」

□ 「～さんがいいことを言ってくれました。」

□ 「今日の勉強は、わかりましたか？」

9 10

11 12



2025/2/21

4

当事者意識を持ち、主体的に学習に取り組む

対話・交流

試行錯誤

自分の考えを広げ、他者との共感や理解を深める

失敗や誤りから学び、より効果的な解決策を導く

自己決定

授業デザイン

A A‘

全員が効率よく
ゴールにたどり着
くために

これまで

Society 5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ＜中間まとめ＞より

A‘

自由に思考したり
活動したりする
枠組みを広げる

A

これから
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見守りつつ、適切な
支援を行う
（問いかけ・発問） 信じて

任せる

そして、待つ

エージェンシー

伴走者としての教師の役割

グーとパー どちらを指しますか？

失敗しても
いいんだ

■提示配布機能（短時間で！効率的に！）

■思考の補助機能（何度でも！簡単に！）

■共同編集機能（複数で！同時に！）

■一覧表示機能（瞬時に！全員の！）

■データの保存・提出機能（いつでも！手軽に！）

□検索・収集機能（簡単に！様々な！）

□撮影・録音・再生機能（すぐに！その場で！）

□発信機能（誰でも！手軽に！）

問題解決的な学習を充実させるICT機能

試行錯誤

ICT活用
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自身の授業の省察
（Reflection）

□ ねらいの達成状況は？

□ 「～させる」授業になっていないか？（教師の発話量）

□ 自己決定、対話・交流、試行錯誤の場面があるか？

□ 児童生徒の振り返りの時間は十分確保できたか？

教師による一斉指導
一定レベルを想定した

授業展開

同一学年で
同一学年で構成され
該当学年の学び

同じ教室で
集団行動が基本となる教室で

子ども主体の学び
子供の理解度や認知の特性に応じて

自分のペースで学ぶ

教科ごと
教科担任制のもと 教科ごとの指導

Teaching
指導書のとおり計画を立て教える授業

同質・均質な集団
教員養成学部等を卒業し、
定年まで勤めることが基本
万能を求められる教師

Society 5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ＜中間まとめ＞を改変

学年に関係なく
学年・学校種を超える学びや

学年を遡った学びも

教室以外の選択肢
教室になじめない子供が
教室以外の空間でも

教教科横断・探究・STEAM
教科の本質の学びとともに、教科の枠組みを

超えた 実社会に活きる学びを

Coaching
子供の主体的な学びの伴走者へ

多様な人材・協働体制
多様な教職員集団

理数、発達障害、ICT、キャリアなど
専門性を活かした協働体制

主体

学校種
学年

空間

教科

教師

教職員
組織

本日のまとめ
◎自分で考えて、自分で決めて、自分で動き出す

○エージェンシーは誰の中にもある
・信じて、任せる そして、待つ

○教師が「～させる」授業から、
児童生徒が「～する」授業へ
・間違えを想定した単元構想や教材研究
・自身の授業を省察する

本日の振り返り
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